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VI.総括

(iil 主斎藤梁時代(昭和30伴代〉

白木経済は鵠鮮戦争の鍛鰐;鼠気を総て，刊誌後は終ったJ( r経済自議J)と躍脅され， 30年

代にと入っていく。しかし，当弥栄地誌の「戦後Jは未だ終らず， しかも，かねてより探じられ

ていた冷惑に絡めつけられながらの30年代探入であった。 29年および 31年の冷擦は相当なもの

で，特iζ31年のそれは，大IE2年以来的数年ぶりの大凶作ぞ引き起こしている。

そして， ζれら冷警告?突i擦に体験することによって，人々の気持の中に， ζの員事冷地では酪践

に本j躍を入れなければ仕方がないという気運が醸成されていく。開招践協背年部が，昭和32年a
月lζ発足したのも，凶作がもたらした農家経済、状態の穣皮の感化tζ対する取り組みの共悶志向に

あったといえよう。 ζの組織を足掛りとして，恒久的凶作対舗としての営j提言十悶i鎚立運動1)が腿

閉されていく。

今問聴き取り離査長災施した農家の多くも，この32，33年頃に酪;践にj描ける「決~J をしたと

表明しているし，それまで乳用牛令飼予ぎしていなかった農家が， ).援を上げて乳沼や噂入に踏みき

ったのもこの境のととである。

そして， ζの「決恕Jは3Jot.E現実化されて，諜恕地酪農経営が成立しているのであるが，し

かし，それはこの節でとりあげる投耕作と市政等の「混間」経営の30年代t号機つてはじめて住み

出されえたものである。 r鶴間」状態~抜け出して， rui;践の「ゴーノレなき拡大Jなる発展コース

に飛るのは40年代に入ってからであり， 30年代はその裁線形成期としてあったといえよう。しか
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も， ζの過渡的i時期としての30年代は，その前半と後半とでまた大きく様変わり役しているので

ある。*節はこの過根7e若干の資料ぞ用いて確認する ζ とに充てよう。

議10は 30年代の操作物別作付i沼郡の変避を訴したものである。 30"'-'39年の 10年聞に合計

546.6 haのこと地が新たに開墾されたが，訓:額作物としての岩瀬，主主類噂の作村・は増加していず，

むしろ減少傾向にある。 ζれに反して錦料作物と牧踏の作付は大いに{ft!びている。また，背11諜，

班目黒の特用作物は32却を最高に一定の作付関税制保っている乙とが分る。

次にき受11は，開拓農協の販売欝諜実績を適して，弥栄地区の30年代の営農形態の推移ぞみよう

としたものである。牛乳販路樹の一貫した{Ijlぴと， 甜菜が 35年以降l乙相当に減少していくこと

が，まず，自につくであろう。木肢の販売額は，前述したように大半が11汀の識者を介して流通し

弥栄IJ時妬燥協の販売事業のj能移淡11
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ていたために， ζの畿には傾向が現われにくいものとしてあったが，初年代前半にはいまだかな

りのままが焼かれていたのは翠突である。しかし， 38伴~H乙はほぼ終了する。手LL:l~.飼謎が 5YJi税疫

になうた11刻印ζ製j災をIJ二めたという人が多い。2)

一方， ，主総!万!作後の謀池袋梁掻興策として間諜の栽培が奨励され，政府、の価格支持政策や巡の

使館挺興の補助政策によって，~弥栄地誌でも 30年代前三|去には一定程度の進肢をみる。しかし，

その後ざしたる綬開はみせなし、戦前から鍛議してきた日WI許諾分内工場も，その後工場立地の再

編過程で， I昭和45年に閉鎖になるのであり，都ヲiぞにおけるこれと並ぶ「工場Jであった盟締工場

もζれより先の38年に，閉鎖になっている。

また r吟l小家若手Jが一定度導入されたのも!昭和30......35年践であり， この頃に弥栄謎JJ家組合

も設立されていた。鯛謎農家も 30j討を超える状況におり，他にめんネ，にわとり (32年資料で

は，地区全体で 2，260消)等も噂入されている。しかし， ζれらはいつしか減退していく。潟路
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に関しでも，その館経数が37年墳にピーク(154顕)に述し， 以後トラクタ…の諮:及につれて減

少していく。

ところで， 20却代には入植路氏の環裂な生活収入であった訪問懇補助金は，その支払記11誌が34年

度を殺後にしてB母招農協の『認さ務報告番』から消えている。当地iまでは 351予煩から本絡的に農

地開発機械公開が機械を用いての f諮負作業jを開始し， r捌招Jj話国Jが関恕しでも補助金が支

給されなくなるのである。

また一方，昭和30"-'35年盟主は各農家で大いに樹林がなされ， r造林熱Jのよった時期でもあっ

た。例えば， 33年度には 9万本のカラマツが縮えられており汽各践家鳴り少なくとも 2........3 ha 

の造林地が 30年代中~1ζ は形成される ζ とになるのである。そして， これら滋林は当然にも

「林業的に期待してのJ(ある農家談)ものであり，宵林業巻複合させての諜冷地'討;臨形態を確

立したい，との蹴いのもとでの進行であった。

しかし，宵林生践の;段W3性のゆえに，いくら熱心に;造林に取り組んでも，そのe)j働投下は強弱と

に~!践の J[文入ぞもたらしはしない。そして，弱々の生活のための額々のè)j般に潟われている当時

の;段家にとって，植林をしたとしても，その後の保育管理は涯端であり，この地の自然条件も加

わって，その成林状態は~然にも芳しいものではなかった。

以上のように， 30年代t1:入つての弥栄地iまの営農形態は， 20年代のそれとはかなりの変化を遊

げる。そして，前述したように30年代半ばで，それはまた大きな変佑巻みるのである。しかし，

してその比設冶;増してきたのは賂践活I~内であり，酪践に賭ける農民の熱訟は大変なものであ

った。抵灯後引きたい気持Id:・trrlえながらのランプ位指を続け， r電灯をヨlく資金があるのならま

ず，乳牛を増やし，牛乳母哨産して開拓聞の経済{自3創設をj読めようと，はっきりと割り切ってい

る。……どういう時期に協北したらいいかというと，牛lζ聞いて，牛がよ丘一治気伝つけて下さい

と寄ったら常気密入れたらいいJ4)と考えていた ζ とにも(r出村活気JId:;思入したのは 33年

12月のことであった)，その熱躍の…端が顕われている。

i盟4は， r関手1140年j支裁を 100として弥栄地区の販売牛乳母の1!ii移告訴したものである。この30

年代ぞみると， 3Mド!史からかなりの噌加を示し， 37， 38fT::頃から急成長に向かう (45年度までそ

の(臨|向が持続している)ことが読みとれるであろう。

今削調潜を行なった10戸のj災家も， 30年代に入って手LL:I二飼設に本蹴喜子入れ出し，明いi築家で32

年に牛舎の建M~ 1d:行なっている(それまでは|自家康や掘立小鹿的なものを充てていたにすぎな

い)0 10芦の農家の，段初の牛舎建設年j交を列記しておくと 32年 2jさi，33， 35， 36年にそれぞ

れ 1河， 37&1:: 2戸， 38， 40， 43正予lこJそれぞれ 1同， となっている。

ところで， ，現 4でみたような飛腕的な急成長の軌道lζ乗る(“takeoff")前段階において，

1，700加に及ぶ j染地集部化芸評議(交換分合〉が， 開拓地過剰入椴対策事業と相まって進められ

たζ とに控閉しておかねばならないであろう。これはまさに，戦後開R-i者農業の終・4皆告げる

議であったといえるのである。

ヰ誌は上多和部 1地IZ(36， 37年度)，上多和筋 2地区 (37，38~年度)に分けて突施おれ，移

WJ@槌は|鴻者で36戸分 529ha，後者で25戸[分 254ha Iζ漉した(その後， 11芦 4001泌を対象とし

た上多和f;f43地i去の農地交換分合が42， 43年}立に行なわれ， 131 haの移動ぞみている。なお，

上多和 1""3地IZの倣:設は，前出の関 2を容j穏されたい)。そして，この過程で隣接の際茶隙拐

般協の地に協和地誌なる新開地がJおかれて弥栄:llll誌の拡大が行なわれ， 5 j討が移lほ (371わして

いる。乙の協和地法へ移転したO.F氏の例では， I日来の 22h乱の土地Id:36万円で苑って移転授に

まiて，新しく 40haを28万円で入手している。 ζの28万円のうち23万円は，弥栄開拓設協からの

助成金5)でH{jわれたという。そして，この協和地1:25:1ζ トラクター利用組合ができ， 37年lζ弥栄地
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，これまで弥栄開招地は{むの関拐地とwなり，全くといってよいほど百m談者を出していな

かった (22年の入楠読後に10戸程度が，すぐあきらめて去って行ったことはあったけれども)の

であるが，この時期に多くの農家が「投資脅して前進するかどうかJ(ある投家談。借金をして

の1悶践に踏みきるかどうかの意味)の決断会迫られたのであり，制作および3S'rrtζ，道からの自m
j設補助金を得て 8戸が離践していくのである。他に，郷JI1.の殺そt践に帰って酪j長lJ?始めた農家が

1 j弐パイロット・ファーム {ζ転出した農家が 1戸容し，計10戸の農家がこの11寺j切に弥栄を離れ

た乙とになる。そして，それ以降，昭和40年代後半のi段議構造改静欝諜の突施過程で，やはり 10

戸程度の附践者・寄与みるまで，当弥栄間新i償協の組合員は63戸(隣接の磯分内地ほの農家も加

入)で11E移するのであるo

認は多少前後するが，この交換分合が実施されるまでの弥栄地区の酪践の発践に関する

象について，簡単に触れてお ζ う。

昭和31年に当地院は r讃11路内|波地域Jの…泌として高波探約酪設地域の地域指定を受けてい

る。これは酪投振興法 (29fl~制定)に部づく指定であり，この法枠自体は，酪炭振興施策を特定

地域lζj浪定・集中し，そこでの銭乳過程および乳業施投の合溜佑会行なって生手Lrll~協の再編をめ

ざしたものといわれているわ。

この地域指定ぞ受けた ζ とと直接関連しているかどうか定かではないが，前舗で述べた牛乳処
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翌JlPJTは32年i乙蹄jとされており，以後トラックでの乳出荷(間協の「トラック事業Jとして)へ

と切り様わっている。しかし，冬期は積雪のために依然として潟槌舎利用しなければならなかっ

たし，iJl!ゴ二解凍の穏期Jこは牛乳l輸送部・をこ制約乙松んで，各農家が集荷所まで生乳を溜ばねばなら

なかった(取類はシャフトまで抗み込んでしまう )0 [徐留事が先揃され， また，総選にパラスが

敷かれて常時自動車が通行できるような形に社会資本投資が光突してくるのは， 40年代に入って

からのことであった。

ところで，演習林解放袈求の声が最も潟まるのは，弥栄i也ぼ農民が酪践に木j援母入れて頭数拡

大に乗り出し，かっ一方でいまだ機嫌閲盤が進農しないために平損な溜地拡大ぞ切裂していた33

"'-'35:1:手頃であった。箆 11告で述べたように，従来からのこの地方の慣習 (r日の丸牧場J)と絡み，

また， 演腎林設定詩的の一つに混牧林業のTJf兜ぞ掲げていたこととも係わって， 演習林内には

設立さ当初から近隣段家によって林内放牧が行なわれてきていた(13戸が「越路牧野組合」を結成

し，約 500加 にわたって放牧)のであるが，次第に放牧数も増加しつつあったのである (33勾

皮資料では， 当時耕j還が30躍し 乳牛が20頭牧放会れている8>)。 そして， ζの演習林解放袈求巡

目立I(この頃はじめて関部段協の総会でも，この袈求がとり上げられている)を察知した演習林

は，農家i孫接地への遊林に張り出す。当演背林の「本格的造林Jの開始lこ対して，弥栄地区農民

の林野解放要求が，一大製機を与えたといえるのである。

このような結締主主もって， 30年代後半奇いよいよ述えることになるが， 35年に弥栄酪農振興会

が設立されたことを，まず，あげておかねばならないであろう。 ζの会は，酪農生産者の有志に

より設立されたもので，以後告を極の綿織振興対策(特iζ議牛品評会，講智会，視察旅行)に精力

的に取り組み，今日に至っている。この振興会は，事L議議者からの助成金吾受けたり，彼等との

交渉に当ったりする際に開拓焼協よりも自由に行動できるという-]訴を持っていたのは欝柴であ

る。しかし，開拓農協とは加の組織がこの時期に強まれたことは，いまだ酪撲の取り総みに対す

る組合員の足並みが揃わず，開拓農協として包践しきれなかったためとみることができるであろ

つ。

今聞の現地調査で発掘した資料で，昭和35年段階における搾乳盤を農家'iJ[Jにお怠えておくと紫

12のごとくである。入植当初は全く同様な農家経消状態であったが，このI得点にヨきって搾乳

表12 :fJil手L銃規模別段家数 (35均三1主iへ-10月)

• i設潟i段議〈の搾手Li裂は22.2t

・地区全体の搾手L:ID:は582.3tで1戸平均8.Gt. 12ヶmζ換算すると地1::8:食休で約700t，1 JゴSjZ;均で
10tとなる

・ー弥栄狗桁淡協の資料よか作成

(10ヶ月分)が15tを組える農家が 5声帯荘ずる皮閥 6t米織が18戸であり， 舵首都艇の格差

が生じつつあった ζ とが分かる。そして， 地|窓会体ではさ当時年間 700tの生腹水準であり， そ

れは阿古!たりの平均ではがJlot水準ということになる。搾乳牛 H]i当たりの年腹手L殻は出荷

3"-'4tであったから， 単純平均でほぼ 1 たり 3顕程度の成乳牛が餅誕おれていたことにな

り 5.........6顕程度の農家がトップクラスであったといえよう o

次に，この30年代後半に農家がどのような終'白状態に都連していたか札後設で見る現技のそ

れと比較する滋味で事倒的に示しておこう。談話がそれで，この S.S~誌は，後出の議19の No.4
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淡13 39年皮における側別淡霊長 (8.8家)の収支i目指数

収 入 文 lil 

止t 手し 694 )JeJ *，f 

~ sit 10 古道 1持
ピ ト 46 文 Jム利 ，む

911 10 組 税 公 す五

837牛舎の返済金

3十

-単位は千円.ー官官lこ見込み数絡も入っている
.8.8家(淡19のぬAI殴翼民)の記録艇より作成

表14 昭和36主fci，38停の縦1災者の状餓

額t 段 うも

M.U 。 1.3 米裂とも死亡

M.T 27 7.4 山形県で学校用務員

M.K 22 2.0 111形燃へ帰郷，職業不i釘

F.T 24 3.6 ¥1111路[1j'で土木関係の!泊四とり

I.M 22 12.0 向上

K.K 22 1.5 J二1滋分内の娘焔の所へ

E.J<ζ 29 4.8 山形県でダン

1.8 22 2.7 夫死亡，息子自衛隊

• 1線き取り捌資，および，弥栄倒妬j災協資料によち作成

説家に対応している。 39年時点での成牛錦接頭数は 7顕であり，年間抑手L議は27tであった。

ところで，先に述べたところの30年代後半に発生した離識者に関する簡単な聴き取り調査の結

果は，畿14のごとくである。離j災者は， A伊藤事Ltib's12t fζ述していた 1戸をi徐いて総じて酪農へ

の取り組みが巡れており，また一方， ζの荻から離践後の生活も不安定なものであったことが強

娯されるであろう。

最後に，この時期の共同利泊施設(地域施設) Iζ関するものとして，先述した住乳出荷のトラ

ック事業，前期からの機践加工場 (37年i羽鎖)，火部制羽いての謹抜般伸議 (31"'-'34年度)，弥

栄地iまでの人工授精所 (31年設鋭)等~~j也区が搬していたことをあげておこう。そして，北海

道特脊の組合員勘定11iU皮(クミカン)が，当弥栄閥桁f良協でも逸王手く 34年j支から採用されている

ことにも触れておかねばならないであろう。これは，農協と農家の経済取引き制度であり，幾芸誌

は俗務践協にその一年閣の営j良計i沼i慢を拠出し，農協はそれを妥当と認めると，農家にその年度

の機諜資材費や生活践の俗J号取引を保証するシステムである。

(iiil 専業草地酪良時代〈昭和40年以降〉

当地域の踏峰議は， 40f'j!代に入って本格的なj良開をみるに譲るのであるが，それは都lJJU経営体

().災家) c::との錦謎乳牛の一途な「多顕拍J告白抜ij1r[1にしての服部であった。
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そして， ζの地での商自殺総'営は，従来から土地と結びついた飼料主主随令合んだところの2京地賂

として行なわれてきたものであったから， この「多足立北Jのためには，保有耕地の拡大が必裂

であったし，また，家族労働力による経常を前提とする j浪り，事LLi~鋼謎管理過税と錦料生産j品15:

のおのおのの~!r働過程における轄しい機数~化の進!誕1a?宇1': わずしては不可能なものであった。

羽:栄地IZにみる酪農業の現段階分析は，旨改めて次訴で取り扱うことにして，この節では，

ζのような「多磁化Jの辿った様相号発股史的に資料で史認:的におさえておくことにする。

lrulζ示した関 4にみるととく，弥栄地区の販路牛乳母は40年代lζ入って者しい伸び径みせ， 45 

主r::で40年水準の 2般に，悶じく 55停で40:$水準の 4僚に巡している。これを銅養成乳牛の頭数で

みておくと， I昭和40年段階でほぼ 10邸前後であったものが，議151ζ示したととく 45年には 20顕

に， 55年には街頭にと上押してきている。そして， 55:i:r::での脊成牛をも含めた 1戸当たり平均錦

強乳牛数は55践となっているのであり， 20年前のそれが 5顕であったことを考えると， ζのi開の

「多顕花」の追求がいかに強ブ]なものであったかぞ改めてl~・ti' ;~(るぞえない。

nl是栄策絡カードjにみる弥栄(上多和 1"'-'3)地区の階段数の:f1fi移淡15

作物i奴磁商おfi

L:I~ 

r~ 

数

判
草
語
、

1
b
エ
金
品
身
内

拘
以
ゆ
宣
明
寸
バ
つ
軒
前
蜘
搭

市
噌
致
問
料
家
数

。，、
耳、ぃ、

j災

家

数

• Ir{:jfn35:1:!~の総淡家数77戸は過大であると思われる(側約段3誌の ~'I寺の組合民数で
は65戸)が，なぜ77戸iが計上おれているかは不切

. i投手~淡林業センサス「淡梁3義務カードj より作成

今少しj良林議センサスの簡単な数悩によって， ζの「多野i佑Ji品1習での弥栄酪議議に関ずるい

くつかの拙務lこ協を漉してお ζうO それらは談話lζ…招して訴しておいたが，都府県農諜とは民

なって謀議農家率が高いこと fれまず，特徴的なこととしてあげておかねばならないであろう。

55年において喝It議農家主糾ま91%であり，非得議の践活ごもすべてが「部 1積議議Jであって，いず

れも「枇階主は段議専従jの農家である(なお，邸主!まにおいて「専議jが少ないのは，製阪によ

る「自営議議jが多かったため〉。

しかも， この r:謀議jは草地sfM足としてのえ思議'さであり， 55年では46河のうちの45戸の「焼路物

販売収入 1的部門jが， ri陥践jである。このことは土地利用形態によっても示されており，現

有ほとんどすべての耕地が「館料用作物J収粧のために使用されている。 この前績は 1，608ha 

lこ及んでいるが， 一方， rsll::銅料旧作物」が作付されているi諸積は総音1-で 7ha Iζ しか過まな

い。 11131，'/135年|得点では， 会耕地のすが「非飼料用作物JのためにH]いられていたことを考える

と，rIl1段への専業イむの激しいことがrlH解できょう。なお，当地iまでの水稲作は従来から皆無であ

り，また， ，段林業センサスの「農業E義務カー iつによって他の部門(樹I!割，肉H]L:f::，1隊， Iこわと

り等)にi却する取り組み状況をみても，それらは皆無に等しいものであることが分かる。酪協議

は今や， r副業的Jなものでも「披合的」なものとしてでもなく，まおに「噂諜草地酪農議Jと
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しての経営体のもとで帯するに五さっているのである。

次lζ， r多額イじJの前提条件たる耕地規模の拡大についてであるが，その数倒的なものは談話

でみるととくであり， r館料用作物」の作付・に供せられる耕地が々大いに増加してきた ζ とが

分るであろう。

ところで， この草地法成がどのような行政的手段を伴って突織されてきたかについては， そ

が，いささか複雑なものゆえここで詳述する ζ とはできなし、。しかし，大iJ55として次の ζ とをお

さえておく必裂はあるであろう。すなわち，従来もっぱら食続増践のために行なわれてきた土地

改良寝業は， 36年の農業越本法の制定によって， 操業(経営)の構造改替(践ヱ間の所得格

と出産税:向上〉のための土地法盤整備事業へと大転換ぞ迫られ， 37年には草地改虫E評議実施

袈舗が政府によって発表されるにヨきる。かくして草地開発， }草地改良事業は，関の公共事業にと

組み入れられるようになるωのであり， ，このことを千年筑にして当弥栄地iまでも}1有地造成が悶

常，道営，そして鵠{本営の公共聯議として行なわれ1:1:1す。そして，側人有の小121地のこと:i'!llを対象

とする;場合の多くの作諜災施は，現在， 45生存に発足した北海道議諮問括公社によってとり行なわ

れている。 J良家は 6'"'-'7劉!の補助ぞ受け，また， il制度資金を噂入しながら ζの公社に土地改良事

裁各委託して，年々耕地1国税を拡大してきたのである。なお，農家の経営耕地規模の拡大の前段

階には， )，投家の土地所有規模の拡大が伴っていたが，このl誌は後に数列の農家ぞ芸評倒的に取りあ

げて触れることにしよう。

弥栄地誌において災施された磁器:および遊営の土地改良璃諜は表161ζ方えしたととくでみる。

大な公的資金が投入おれて「酪農地機jが形成されてきた， その…端がうかがい知れるであろ

フ。

表16 弥栄地区での悶滋，道営の土地改j災以議

lCJ'i 5終 4守i 受益l磁h27乱i 受益戸F数1 概鮮明警警 llJ~陸突約年制度度

i見 排水事業(悶営〉 776 50 765，000 46 '" 55 
l'Ti地開発事裁(/，')※ 1，477 1，000 445，354 41 '"" 46 

裕士山~~説Ii改良駅議(巡営) 2，217 41 762，000 52'" 56 
(/，') 3，700 22 142，800 50 '" 53 

※公共育成牧場として巡役
・綴茶阿j災業委員会資料より作成

次lζ，このl制誌の機械イじの進展についてであるが，前にも述べたように当地i哀の般家に最初に

トラクターが導入されたのは悶和37年であった。そして， 40伴代に入ってそれが 3'"'-'4戸での共

闘所有の形で簿及しだし，議15でみるととく 45年には地区総計で16台を数えるようになる。やが

て50fT::1ζ仙台， 55年に58tiとなり，綿入所有が~般化し，一戸で 2合のトラクターを所有する議

霊長もかなりの数にのぼってくる。

とζ ろで，木村純氏によって酪践の技術体系の発践滋根が，図 5に訴したように摺式的に盤理

されている 10)。弥栄地区は， ζれのVIないしvuの段簡に現在あると，忠われる。飼料主主腹部門では

牧草収機fj!J倒jの機械化が袈な般躍をしめるが， トラクターに各種の作業機が取りつけられて各

作識がとり行なわれるのであり， モーアは刈取り， テッダは刈取った濃毎乾燥怠せるためのj反

転，レーキはその捺J'if.，といった形の作業機がおする。また，ベーラによって乾草が網包会れる

が，このベーラーの導入によって乾噂の運搬，収納，給与の{ノF諜能率が一段と向上したといわれ

ている。一方，サイレ-~翻殺崩牧草の収穫，料簡，運搬部へのはね上げの労働過程を連続して
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-奨ゴニ路迷滋{也「四百J1主主主産・カの現段階と防波民の主体形成J(p.156)による

図5 瀦肢の技術体系の発j見過程

-挙;ζζ なすチ田ツパー(フォレージハーベスター)も登場してきている。そして，ヘイベーラ

やチ百ツパ-~錦事よく伊動させるためには， J電力が40P. S以上のトラクターをJ必要とし， 50 

P. S級の「大型Jトラクターも導入され出している(しかし，出弥栄地区では傾斜地が多い ζ

とが大きな関子となって，今のと ζろ自主を式ハーベスターは一台も用いられていない)。

乳牛飼育管理部門での機械化は，すでに30年代の後半に搾乳過税l乙パケットミルカーが鷺場し

てきていたが， 50年代に入ってそれがパイプラインミルカーにと躍き結、えられる。さらに， 48年

度には各農家一斉にバルククーラーが設i夜注れる。なお，弥栄の場合，サイロは地下式のもので

あり，よって、サイロのある胤様、が展開していないのが，むしろ特徴的で、あるといえよう。

ところで，当弥栄地i涯にこれら機械イむの噂入を決定的にした(そしてまた，そのことによって

ー潤の「多額化jとしての「近代イじ」路線をばく進させた)のは，昭和451句さに標茶東部地lまとし

て地域指定母受けた錨 2次議諜構巡攻韓構築であった。設17tま，その実施計磁の概裂である。

還ま殺は，補助事認識と単独副!資議に大加されるが，前者の弥栄地区分についてみておくと 11}，

47----49年度においてトラクター15台，作業機 103台(事議質問， 703千円， うち44，717千p3は間熔

捕助金 38，360千円は公成資金)および 4.5t と6.5t 取のtf1却し車各 1 合(事業主体は弥栄~m

拓投協)が購入され， 48年度には前連としたバルククーラーが46器設関(事議開52，998=f内， う

ち26，499千円は悶蹄補助， 21，190千円は近代化資金)注れている。トラクター関係は受諮問数38

同で，たてまえ上では g艇のトラクター利用組合が組織されて事業主体となっての「農諜近代化

施設殺揃」事業であったが，実質的にはそれまですでに共摘所持されていたトラクターを加えて，

この機にむしろ111llJJO所有化が進んだといえるのである。

単独融資事業では48"'50年度において， i!tlil別;段家ごとの施設準~v1!j (牛舎，ザイロ，パイ

プライン等〉が行なわれ， ζの弥栄地IZ分の諜~!(tま 132 ， 113 千円(うち{jf入金 105 ， 520 千円)



表17 {滋茶E長者fl地区i災議泌造改殺事室長(f協和45年地域指定)の災施計磁

若手梁名 i事業内容

土 地基盤強術|交微分合

j災 巡

燦滋

(予備資)

1没梁近代佑 iトラクター

』続投滋術

{'[! 議 機

集 ぎL

燐業経営磁紡ii 焼円滑梁化取司卒採得

小 れ-

融資単独製談 手L

ザ- イ ロ[

E災 溜

1総 』自 会

~ Jレカ-!

パイプライン(

マニニLモァクア

パンクワーナー!

J:i抱 務 司Z
ヘーエレベー
ター
ウォータカップ

発 主位 機

jお 約 路

ノマルククーラー

議 手L

言十

総本議決

35ii線真I 7，050 

94 14，091 

35，500 

....砧i 56，070 

mま 24，400 

24滋 6，342 

4~送 1，400 

7，758 

2，987 

10，855 

1，150 

18，030 

13，700 

5，770 

3，100 

1，500 

7，600 

2，520 

14i係長

136 

• i線茶東部地区とは紅別，荻野，弥栄にまたがる地fZ
-様、手応的資料による

内

93 

その他

50，006 

50，006 

1，410 
2，843 
7，480 
12，002 
4，880 
1，297 
1，280 
1，552 
597 

2，175 
230 

4，090 
2，740 
1，286 
620 

300 

1，520 
500 

30 

44 

100 

4，348 
46，229 

944 
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であった。

よって，このj選議構造改簿務諜での弥栄地!去の借入金総額は 165，070千円に述し，単純平均で

1戸当たり 3，588千円の負債を抱え込んだζ とになるo そして， ζのζ とは次惣でみるような農

家経済の「経'営問題jにとつながっていく。また，特lζバルククーラーの投授は， i投躍のたてま

えとしての「乳質改諮J (潟11関数 400方/C1ll3 以下)という食品1!f.J~上の恕l派以上のものを合んで

いたのである。

従来，搾乳した牛乳の処E虫は，牛乳fJ1を使つての冷却と待日の出荷を必裂としていた。が，バ

ルククーラーは搾乳おれてタンクに讃接投入される牛乳母3"'-'4 0 Cで冷蹴する。よって， l民乳;jf

ンプ創設{請したミルク・タンクローリー王将がパノレクタンクに貯j議主れた牛乳喜子 1おおきに蟻乳す

るという捺乳体系が実現することになるのである。個別段家は，牛乳f廷による迩搬野働から解放

され，冷却水槽や牛乳部乾燥捌も不裂となったが， ，タンク自体が大きいために新たな処理

7j;強造しなければならずま主た，三万ざ

の腿遊の拡1桁制広同¥ .補{修傷等等:の ζ と4ぞ旨附附.措して進めねばならなかつ7たニ。よって， 本体をも合めでこのパ

Jレククーラーの投捜に数官万円の支出を袈した農家も少なくなし、。乳議資本lζ とっては，鳴らか

に有利な流通合理抱(まずもってクーラーステーシ百ンの迎常授が節約された)も， ，段j誌の側に

とっては，新たな費用負担ぞもたらした12)ζ とになる。

そして，このバルククーラーの設龍事業は，必然的に「地域Jとをまき込むものであった。構造

改器製諜のたてまえでもこれは「地域施設」となっており(製業主体は農協で， t~磁は側人) ， 

設i設しないと以後の牛乳出荷がヨさって邸襲mで，不利なものになるのでゐる。酪農「近代化J政策

にとって ζのようは「銭乳過程の f合理化j7j;器q4liとする流A辺部縦は，酪践の地域的fg.鮒=r装
i澄北』・『システムイじ』の根幹として位協づけられJ13)るであろう。

以上のような40年代後半の「地域J全体主主器き込んでの，新たな大盤投資の必裂性l乙迫られる

事態の1:1=1で，強jfi的な 6戸の糠践者が折出窓れる。そして，この離践者の発控は，前にも触れて

おいたが， 30年後半に実施きれた開拓i地過剰入植対策朝議・ j誕地接関佑識のi釦ζ発生した以来

のものであった。 11:1満州引説者を巾心とする戦後入植地である ζの弥栄地ほの;場合， 40年代後半

は丁皮世代交代期にさしかかった時期であり，離;段者の多くはずでIcUlJ(棟茶市街地や鎖1I路市)

に1:1:¥て他産業i吋見出していた:子供述を頼つての， リタイヤー製離燥が多かったのであるが，それ

ら農家に後継者が育っていなかったこと自体に，すでにかなりの農民関分佑が進行していたこと

巻読みとらねばならないであろう O そして，負債ぞ抱えての挫折的な離践は，当然にも瑚u長時の

j昆泊施却や伴っており，これら路地は踏み摺まったj災家によって到i択されて，それらのj良家の経

営耕地規模拡大をもたらすことになるのである。

議18は，数河のi践芸誌を倒的にとりあげて，現在lζ張る土地接税の模様を訴したものである。

前述したように ~l弥栄の入植者には ili初 10ha 程度の土地が割り当てられ， 20年代後半には3をに
10ha近くの開拓農協組合地が追加割り当てになっているが， その時点ではまだ 1，250haの組合

地が殺っていた。そしてその後，この組合地は30年代後半の農地接聞化事業fl寺，および， 40年代

後半の弥栄捌桁践i海の際茶11町農協への合併:1時 (50年に合併)の 2)立にわたって倒人分裂uされる。

このようにili弥栄地区の場合，広大な組合地を有していたがゆえに，他地域Ir.il泣べて経営耕地規

模の拡大が詑il境的容易であったことは事突である。しかし，出家間の r~底力栴7j;介しての

織烈な競争が千五在し，一方l乙l蝶践者をjfi出させながらの経営;閥横の拡大守あった乙とを見絡しで

はならないであろう o
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公18 弥栄地区幾霊祭によるl待Jm別の土地銭税率倒

S.S家〉 W.H氷
zf.(NS0.3家〉

S.G 誌と A.'r家
(No.4 (No.6 (No.5 (No.l 

19 ha 17 h乱 20 h乱

30年代後学 ;・組合地 -詰!H践者地

(r交換分合JIT41) 38年， 6ha fn ~~~， I 屯;201f十，吋n晶ピG?L『1U1t九~I 11ha 

-組合地

42fT::， 19ha 

40年代後学 -詩lEI段者地 l・総j災者地

(J事浪業芸誌1i待田容巡)改幹 岬 loha i…i…! 4一ha
1911乱

(135諸問)1 (36万円)
50:1:仏 8h品 501T::， 9ha i 5011::， 

.組合地(107J5内)1 (240万円)' (480万円)
501r'lミ， 7ha 組合地 3ha 

(124O§ll万a円)i ・
51'r手，

(20075 

分封fl
6ha 

;現在所有地荷積 j 84h乱 57ha 

• J.災霊友務傍 (No.)は茨19のそれに対応している

. !ilfE後者の 1戸分の土地は，複数の残惚j災2誌によって分v討されて股収されるJJJ;}tJ{(まとんどであった

.li隊き取り純資 CI!l3和56:1:'[='1月......3月災施)による

V. 弥栄地誌にみる酪農業の現段階同

この箪では，いくつかの側別農家経請の中にたち入ってその突簡をおさえ，ぞれら恐縮まえる

ことによって弥栄地区j良識が当I訴している問題を分針したく思う。

今問摘別銑i査を突1itsした浪芸誌は10声であり，その数鮪的な調査結果のあらましは，畿191ζ示し

た濁りでみる。これら 10戸の農家経済の弥栄地低金体の1:j:11ζ出めるイ'ft控は，関 8および関 7によ

って:flJifrr卒していただきたし、。翻資を行なった10戸の各農家の飼謎成乳牛の頭数は26"'-'709Jlであり，

その平均純は42.4識であった。よって，弥栄地i託会休 (55年の平均で 33.4i'11U戸)からみて強工|二

「とj国」浪芸誌に比設をかけた開資であったといえよう。しかし，現段階の弥栄地区酪践梁の全体

像を抱鍛すべく努めたつもりである。

表191i:~j=t心にしながら， WM資結果1i:概閥的lζ述べておくと，まず，各態語ととも浪議後継者が都

保されている ζ とが指摘できょう。彼等は機械のオペレーターとして，日々専業的に酪戯作業;ζ

従事しているoNo. 3およびNo. 91.誕2誌の;場合はい*.t.ご高校設でみるが， 後継する窓RSを持っ

ている。現在No. 1"'-' No. 5:;)上関グループ銭安定では，乳牛，土地， 機械え与を合わせて 1{:意向

限度の資践を保存しており，かっ，後で触れるように負棋倒も大きい。ここまでやってきて，自

らの:造成で投げ出す手はなく，後継者47確保して階践「経営」の確立をめぎして前進せ't!，-るをえ

ない状f患にあるといえよう。

~j働力的には 2"'-'4 人の家肢労倒力で作5梁提が遂行され，各E践2家とも ζ れ;にζ弘

イ トザ沼rjj働鴎力 01瓦[j期組の;諜采務j期羽;にζ!向j幻1)形降例り胤誌の荷校引住5がやつてくる) が付付.!げ7力加nわる。

牧草m以外の期作利用は儲少で，それらが作吋されている場合も刻家用の飼料用作物であり，

販売開作物の作付はNo. 21段芸誌の 1ha (シュガーどート)のみである。



;干|!トlト計ii日Ul1干i干『|日iE11l一一iγ fιl i日|jJi下l;ιl山;九九九f一一山→→戸~!t三t三にi〕」宮正J;1す?T!iιij出:Ul; 
; :i ;R i jij !iEι日日日.)人日は1(lj1①jit日!iE〉J[〈!U〉Jl日 U )Jl L日:Ll司1頃芯iiん記);しよ(

2 日日予f引!引主Jι…づ:出!司:i:;;「…ι叩泣2才訂トι3出J一tzlごl;:iji部署草
川(J12277ア312lZ7121長???

;121115lU己¥U12j主Eli-i語ι:
10ltl÷昨;ltl苛ご ム口i山1ι列 6印O 引l幻判j…位臨利陣締問習蹴林肘で
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飼議成乳牛数(ii真)

X 

-凶中の薄暗は淡19の段家務.J;:Hζ対1;芯している
• 1975&fJ.災林員長センサスより作成

関6 1975作羽:栄;封II憶における/'1M没設誌の経営規燃(牧14L到11i1ii:fi!!および飼謎乳牛数)

次に牧草畑地と錦議乳牛の1J;l，模についてであるが，間 6で示したよう i乙弥栄士山援会休としての

50年11寺での 1戸当たり平均値は 25.4h乱， 33.4!fJiであった (0.76ha/顕)0 これが劉 7のととく

55年間-で35.8ha，35. 2期(1.02 ha/関)となり，車地鼠棋の拡大と飼議事LL:I二iiJi数の{lllび悩み現象

が現われている 15) (なお，このI1自の諜牧規模の拡大は，すでに例入所有台れていて米利用化して

いた111林原野および&rU由の耕地開発として進行したものであり，それは丘i陵状の賂椴筋にまで牧

〕草地が拡がっている「溺*のJIfit鼠jの形成であった)。

とζろで， ζの飼謎乳牛車{数の{rjlび樹みには， 53年度以降 4年連続で政府の加工.賦料乳保証郁

絡が闘え間かれたこと(恭封切li絡は，キロ当たり 88丹87鋭)， さらにこの「不足払い制度JIelの対
象となる「限度数盤」も 2年連続で椴え低かれて政策的な生態調製が行なわれていることが決定

的に作用しているとみてよいであろう。

強im乳牛 riJ&mHJ下での住践翻殺は， “関民経済的観点"からはある額の妥弱性ぞ持っている

ものかも知れない。しかし，多大な惜金を背負い込んでの一途な:規模拡大を行なってきた践家に

とって，このi得点において半強制約に減速を強いられる璃舗は，怒って深刻なものといえよう o

そして，それは伺よりも「経営問題Jとしてたち現われてくる。

表19でみるように，翻張農家の借入金は全戸とも 1千万円を越えており，平均で 2，46373悶に

している。中には 5千万内部留す農家も存在している。そして，利子守合めた年間食街償還額

は平均で 30075円近く(288万円)であり， No. 5農家では 68073円にものぼっている。ま

た，畿20は地域全体の50年代の負{賞{賞選簡を年度別におさえたものであるが， 55年度においては

68，420千円に迷し，単純平均にすると 1戸当たりのそれは 1，487千円となる。そして， f患の勘定

項院の樹の{fllぴが50年!立を 100とした;場合に55年度が 126........161といったものに閣まっているの



98 

Y 

望ミ草 め
4 @ F語

焔

2 @ @ a 

叫ぷ
1也
1m ，. Z設

@ 9 
両48

@ 
@ 

‘' @ @ • 
6F・-一… … … .s-J.L1Fプー・

μ「

@ 

， . 
， . . 

@ 

?タ • (fJ ， . 
@ 

. . ， 
@ 

/ • • @ 

@ 
@ 

12 24 
!..1 a 'X  
36 48 60 

飼5室長立乳牛数(BJl)

. ~訪中の務~‘は渓19のi災家宅養母lζ対応している
• 1980農林梁センサスより作成

図7 1980主F弥栄地区における障者淡家の経営規模(牧蛾州首m~および餓議事Ltlo数)

l乙対して， ζの負債償還組は 266と{*0J二の{f¥1びとなっている o ~らに，同義によって551予皮米

には累計 678，242千河の貸付金残高(幾家にとっては借入金主立高)が務省し 1 たりの平均

が14，744千円となっている ζ とが知れよう。 ζの借金累計額は，年間の「高踏収入j額 689，717

ヂ悶にほぼ匹敵しているのである。

表21は， ~許入金額が 1 ， 886 万陀の No. 8農家を事例的にとりあげて，その資金噂入状況告示

したものである。栂金和の各鰭制度資金の借り入れであるが，ほほ48年以降のものであり，今後

10'"'-15年は「借金奴隷Jとして ζれら借金返済のために儲かねばならない，といった様相を呈し

ていることが分るであろう。

ところで，今関の調班では鍛椛な形で生産政府言l'~íl iJ?行なえるようなデ…ターのとり方はでき

なかったけれどもお農家の濃部飼料1~，肥料代は談19におしたようなものであった。前者の平

均値は 482万円で，牛乳販売搬の29%の額に相当している。相対的に所有牧箪地が少ない農家の

万が，その率がi商い信{向にある。また，後者のSJ1均値は 199万円であり，それは，悶じく 12%の

制に相当する。

ζの他lζ，主な経営的支出としては，燃料・どニーノレ懇の技館資材資 (100"-' 300万F9)，機械

類減価{賞去Il費(150万程度。 No. 7およびNo. 101.誕芸誌は 4戸でトラクター利用組合をつくって

いる関係で勝確な資料を作成しているが， ζれら趨2裂の却問機械部用料は 77'"'-89万円であっ
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総合員取引勘定の捻移および貸付ま長期米淡潟
(様茶IIU1誕十協弥栄事業所分)

34，673 
4<19，316 
91，798 
131，267 
707，054 
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608，348 
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選
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家

そ

{許
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143，194 
836，102 

2，367 
645，994 
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1叫磁

貸付金期米貌約 ;

-単位は千円

・様ヲ問lTi災側、制機所授業1により作成

昭和56年 3)ヲ滋1J~
fVU、資金の滋入状況 (A.A~誌の場合〉淡21

27 

67 

1，718 
785 

418 

69 

48 

8 

176 

749 

131 

463 

1，710 
590 

3，408 
1，180 
1，558 
1，151 
681 

100 

2，000 
1，180 
640 

18，857 

phυ 

民

u

n

v

K

M

n

v

円

り

円

v
n
U
F
b
n
u

伊

U

n

v

F

O

R

M

A

U

F

O

R

υ

只
M
n
u

ハU

・
・

0

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

0

0

・
0

・
・
・
・

4

5

4

5

3

4

5

5

5

5

3

6

5

4

6

3

5

4

 

57.11 

62.11 

67.12 

68.12 

64.11 

66. 1 

o 

O 

70.12 

71.11 

71.12 

68.11 

68.12 

57.11 

76.10 

57. 8 

77.10 

72.10 

61.10 

69. 1 

72.10 

60.10 
。

40.11 

45.11 

118.12 

50.12 

51‘11 

51.12 

51.11 

51.12 

55.10 

55.10 。
59. 1 

57.10 

56.10 

0 

54.10 

39. 3 

43.11 

43.12 

44.12 

45.11 

46. 6 

0 

0 

46.12 

0 

48. 1 

49. 3 

49. 6 

51.11 

52. 4 

52. 8 

53. 3 

53.10 

53.11 

55. 3 

55. 9 

55.10 。

340 

150 

2，500 
1，120 
930 

118 

80 

17 

220 

900 

157 

590 

2，240 
2，000 
3，600 
4，750 
1，600 
1，200 
800 

100 

2，000 
1，180 
640 

Eを

i後林漁業金融公路

北海道

;段林漁栄金目自l公瓜i

j良協・{設巡

淡林漁業金融公路

j災 協(クミカン主主)

j災林漁業金制i公}I1Z

1l1"( 名

燥地等耳)(f設資ぎIZ

j災家負償綴溜資会

均Il作 i段営改滋資金

ゴニ:f:tlJ改良資金

自作段維持資念

日目:fft承継資金

二iニ:f:tlJ改災資金

自作幾総持 資金

土地改良資念

凶作 i段維持 資 金

淡業構造改務推進資金

近代佑 1ig-資金

焔f'r営 j災改議資会

長期貸付資金

先!l作営 l民改~1.資金

滋混在地域経営改滋資金

ごと i治改良資金

l没議構造改議挑巡資金

陥淡幾1M幻蒸留安定資金
。

金
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問5絵iill 若手

• A.A家および桜茶淡昔話弥栄m~絵iPfでの lvll.l き取 9 総3をによる (A.A~誌は袋19のめ.8 般家)
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Tこ。なお， ζれまでの 1戸当たりの機械類の協定資産投資額は 2千万円程度とみられる)，公共

育成牧場利用料 (80'""-'100万円。 1顕につき 1日190円であり，約 5ヶ月間あずけ入れるo 1自に
を必要とする)，鵡梁共済組合関係への支払 (70""-'100万円。 i獄慌の;珍般を受ける等の

ための共済組合開や授給料)等々がある。室長計践にまわせる余剰をいかに抑出するかに扱扱とせ

Sるをえない状況の中で，牛乳販売額の 2割近くぞ IEiめる負債償還は， 3J~段 i狩の弥栄地区のi良家

経済にとって大変な震!去となっているのである。

そして， ζのような事態に譲ってはじめて，各農家に独自性と真険l球4をもって経費節約に取り

総む動きが出だしたように鍛者には思えるのである。ただし，この弥栄地区は従来から， ζの経

費節.減問題と関連する事柄として，少々前にも触れたが，塔式でなく地下式のサイロが犠逝的な

ものとして設関されている。これは，袋19の No. 21箆家が40年に初めて設けたもので，以後，

酪農振興会で大型の製枠とコンクリートミキサー離を所有して貸し 1:1:\すすr~で(説者，製枠{史m料

は7尺もの…段につき 1万円)地域的な広がりをもって，農家によってi主力で強設されている。

潟濫発醇脅させないためにビニールぞ被せて鰭i羽ずる必裂があるが，これで光分に気密性i立派た

れると農家はいう。建設にきしたる設用ら裂しないことと院糠巡蛾してきた牧却をダンプのま

ま放り込めて手間がかからない ζ とが大きな利点で，地下f!'N議ゆえ冬期の凍結の心配が全くない

ことも慌所である。県捻の商くそびえる気鰭式スチールサイロは，新i賂強村の一つの象徴物とし

てあるが，一造去に 2，300万円令袈ずるものであり!7) rスチーノレサイロ， これが経営の命とりに

なるのかもうおれませんjとの No.2機家 N.H氏のiぎは，手づくりの地下式サイロ巻目の当たり

にして，的をえたもののように殺者には思えてくるので、ある。

最後lζ，弥栄:t!lJ成樹農業の現段階における白羽ずべき動き奇 2i誌について簡単に述べてお ζ

つ。

一つは，近年乳牛の r{llJItj;:販売Jが増加している点であり，議19でみるととく，それは 1戸さき

たり平均で 467万円に述している。 ζ;れは，牛乳販売搬の 3割近くの額に相当し，また， 600万

円以上の農家が 4同も捺程している。 No. 6およびNo. 5農家を併にとると，前者の場合昨年

の仔tt生緩は35顕であったが，うち 5到が死亡し，生き成ったのはオス 15顕，メス 15i7J1であっ

た。オスイ子牛はすぐにすべて売却され，その売上高は 115万円で 1顕平均で 7.7万円であった

が，その111li絡変動は激しいものであった (3'"'-'4月は1073円， 6 Jヨは 8'"'-'9万円， 10月で 6.5万

円， 12月で 3.5""-'4 万内〉。そして，メスの成tf:: も 13顕持却おれ，その 1 頭s]1ー均j脱!Tl%Ili~おは 32.7

万円 (2月で4073内 4月で38"-'4573 f司 8月で 32"-'35万円， 11月で 27万円)であった。次に

No. 5践家の;場合であるが，メス20部，オス14E瓦が生まれ育ったが， うちオスはすべて，メス

メスは 3E誌が施却されている。 3らに了皮 2才 iζ遺した育成牛 6頭および 2才以上:のj味付二 9顕

(うち路牛 5顕)が販5ちされて総計 620万円の「個体版7dJ収入をえている。

オスの{子l:þの販売は当然としても， ζのような近年の成牛の販路撃の増加は r多i7J~佑J の顕

を押さえられての，そして経営的lζ ピンチな現段階における，身ぐい約なl販売として，進践してい

るといえよう。そして， この{I視体販路には， J.践協以外の販売Jレートが容私しており，がんじがら

めのクミカン体制に対する一顧の息つきそ手段として， この{肉体版完が進行しているという ζ とも

指摘しておかねばならないであろう。

次lζ，注話すべきもう一つの動向として，乳牛個体の「能力検定Jの措逃があげられる。乳牛

の外見上の r{;木製」の評定と改良は共進会でとり行なわれているが，イ閥休ごとの乳質(脂肪分比

叡等の乳躍が乳仰に反映する時代を辺jえつつある)に関しては，乳検組合によって検査注れる

(月 1聞の検定で， 20頭で約 773F9の検定料)。掠茶IlIJ乳牛検定組合が5M戸12月に設立され， 55 

1:1:: 2月1日より ぞ開始しているが， No.7農家の O.F氏はその組合設である。現在の組合員
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数l立224で， うち弥栄地底から 25戸が参加している。認するに ζれは， よけいな牛(不経済な

刊誌牛J) '5?淘汰してい ζ うとする取り総みであり，よって，倒体牛ごとの乳議撃鍛も並行して

進められる傾向にある。単なる飼縫乳牛磁数の規模から営j為法搬を考え，全体的に「多磁化Jへ

と繋51ずる従来の政策のもとでの展開とは誕なった動きといえよう。

O.F氏は， かなり以前から改良l::1::{こ取り組んできた人であり， I作作販売したメスの成牛(9

i1J'Dの1+1には一頭 150万円で売却したものも合まれ，イ砲のものも 40'"'"'50万円であった。我山のNo.

7農家の年間側体販売額が 790万円と高いのは，このことが関連している。

いずれにしても，これら乳牛の個体改良への抵IJきは，Vl~)翠飼料総司:~容の低下努ガや牧の質の

改詩，各穂作業過程での「省エネJ等の努力と同じく，生践コストの低減への経営努:JJのーっと

して追求されているものであり，今後の勤地域の都農諜の「拡大jへの新たな方向性長訴す動き

といえるであろう。

なお， この段階での農家林5院についてであるが，現布それは，3'::く農家経営の外にfI受かれた和

在になってしまっている。今回の調査に当たっても，林撲に!到するいくつかの謝主主現日毎事前に

用慈して調査にi臨んTごのであるが，調査結果は無内容なものであった。この間の相次ぐ]草地造成

で天然主主ニ次林の林野は耕地化され，活令材;の人工林にそれが及んだところさえある。また，厳

しい風土の中で，手入れを;脳さなかったために、自然消滅、した人工林も多い。 i荷風林的に植え

られた林も，燥地盤路単位の拡大や農道の波認によって，牧草生j佳作撲の能率を上げるために伐

倒'1i・Sるを得ない CI的風林の効用の大きいことは各農家が認めているが)事態もそこ ζζ で住じ

ている。前出の設15でみるように，現在.の弥栄地ほの保有人工林田容iは全体として 67haIとしか

過ぎず，昭和35:1:戸時のそれが 127haでぬったから， むしろ大r!Jに減じていさえする。弥栄地援

における議室長による育林業は， :JJ/.:tム 30年代lζ 「ただ植えられただけj という踏史的事実例守っ

ているにすぎぬものとなっているのである 1旬。

VI. 総 括

以上， 1道東で今日普遍的な土地利用形態となった酪;段諜の形成過釈を，最寄のj摂完~1I1J弥栄地区

を事(伊~Iζとって災言iE的に行なってきたのであるが，それは，緊急入植・倒拓者農業時代，

業時代噂諜草地酪農11寺代という質的に ill寺JUJI玄分jされる過続安艇で形成されてきたものであ

った。そこには，当然にも i当日の稼樹奇踏まえての|弓主主的民間が含まれており，よって，あくま

で活関精進的に把躍しなければならない展開であった。が， i精進決定Jr自には多分に政策務

的なものとしてあり，そして，多大な借入資金を帯入しての形成であった。

よって，現段階において経営的な不安定牲が館鼓することになり，国的には酪農地瀞としての

織相は殺ったにもかかわらず，酪i段換が践諜[自に日露立jしえたかどうかに隠しては，続問視せ

ぎるをえない事態が進行している。いまだ広い滋l球での形成JOjにあるといえそうであり，経'討の

j泣い守主である農民の新たな・は続いているo

これまでこの鮪農地;!誌の形成過程を招脱するためにIl'"'-'Vj款を捌いてとりあげてき

前については，すでにある脱皮の窓|床づけぞその都度に勾‘えておいたつもりである。よって， ζ

ζでは「時iJl主主主援の社会佑jの視点から総指令行ない， 工主誌の「はじめに一一間腿認識一一一J1と

ひきつけ砲して，不充分ながら全体的なまとめ毎試みておく ζ とにする。

戦後に ζのJ山ζ入i闘した弥栄地ほの農民は，当初，源説的な主主践.用手l廷を森林lζ求めなが

ら，その森林をI~H拐していったのであるが，やがて「副議的J ないしは「複合的J なものの一部

門であった酪農業が，農家経済のドドで圧倒的な環みぞもつものにと成長してくる。
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そしてさらに，かつては各農家が|当日の経営内的なものとして担っていた額々の財働過程が変

質を遂げながら社会的に分イちしていき，そのかつての農家経済内の部分的過組長j休を噂内的に扱

う苦手議体が，地域的な形で形成されてくる。公共育成牧場，土地改良・草地開発事諜休，人工授

桁事業体，等々の事業体が住み出おれ，捌別J設家を巻き込んでのj也域的再編が進作し，各水車で

の地域構造が形成されてくるのである O

かつては越路加工場も，家商診牒場も弥栄地区内に主fe1'fしていたし，弥栄開桁農協として綬軒j

i1mすらもJなえていた時期があるのであるが，今や構造考探すべき「地域jは明らかに弥栄地区ぞ

越えたものとして設定しなければならぬ段階にあるといえよう。そして，筋lV惣(iii)のところで述

べておいたように r地域施設J， r広域施設jがそれなりの規定令与えられて政策上のテクニ

カルタームとして鷺;協し，すぐれて認識的に「助域構造Jが治成されつつある段階部担えてい

るといえるのである。

ところで，これら酪農地l113における地域構造は，乳議資本にとっての流通(接送乳)過殺の合

開佑として押し進められた叙u硝ぞ多分にもっているけれども，明らかに地域としての一つの佐藤

力構造としてあり，酪農諜の伎諜力水携を「側別総営J (農家)においてのみでは把鍛しにくい

車線が進行していることぞ見落しではならないでゐろう。一つの要議の水準での~t:È4f力抱鑑は可

能としても， r個別経営jからは緒袈紫が幣lζ外化(社会化)しつつあるのであり，結合の水機

での酪農業トータノレとしての主駐日夜均把協のためには，現段踏においては r幼域酪農Jの躍力

( r地域生産力J)として rfl!.!域JiJ?舞台にして果たさねばならないのである。

この「地域酪農Jの構造t忠勝そのものは，本小輸の日さ「すものではなかったけれども，弥栄地

i去を含むこの地の酪農地滑の形成が，可視点な主主脱力的股開を越ililtlにしつつな京れてきたこと

については，ある租j史実統的lζ訴しえたと考える。そして，このような事態の展開ぞ問のあた

りにしつつ，鍛幸?の〕与J究分野でみる林議経演に思いを馳せる 11寺，一体「林業生産力J~どう抱擁
すべきなのか， {可をj討議として「林業経営Jとするのか(政策問語上，森林組合の財務班が「地

域抱投Jとなっている林議/)， r地域林議j政策の本質は仰なのか，といった出来からの続開

が，より新鮮なものとしてたち現われてくるのを憶える。しかるべき機会に， ζれら問題意識ぞ

対象化したいと考えている。

以上，本小論はさしさ日iたり一種の膝史認識として酪i誕地帯の形成過程それ自体ぞ~!Je したもの

であるが，最後lζ，今後のWIヲ~進路を示す意味も込めて，わが演管林が羽田している絞営問題19\

ともからめながら，現段階の弥栄地iまへの接近方法を，そのイメージを与える税皮に簡単に触れ

ておくことにしよう。

わが前帯林の「経'討1i'{ri:srJ20>にとってカラマツの閤伐閲足首は，さ盟国ずる議大の部閣であると

者1;:]:考えているが，ぞれは醗々の目立難な状泌のもとで現在， J翠うようなl良野jをなしえていない21)。

カラマツ林梁生際会休の ~!:q乙閥伐を控悶づけるのではなく，間伐の作議過程!のみを取り出し，そ

して r机上智腿Jしやすい形態での施業法によって，かつ，全商的i乙立木請負処分に{，l"<.n慢で

潜行する，といった事態は，大学演習林としてヨきって蹴甲斐無いもののように祭者にはj忍われ

る。部分的にであれ主体肢のある施設方法で，営問伐を災施すべきだと考えるが，この ζ とぞ

実行するためには，その|捺の夜祭評議j羽労働力を殺容の弥栄地区農民lζ 求めねばならないであろ

う。そしてそれは，やり方次第で可能となるはずである。

これまで論じてきたように，確かに弥栄の議採は主将地酪践にと噂諜化してきた。そしてまた乙

の…方で，離践した「稼業j林業資労働者集団(造林事諜休)が標茶utrIこも 5"-"6捺問形成され

て作諜諮負を行なっているのであるが，それら事業体との「入札jを介してのつながりのみでは

って演習林の は森林造成lζ皮l映しにくし、。しかるに，専業酪j良化して残得しえている
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弥栄地区農家にも，システム志向的なものでないlillで見れば r遊休J的な労働力がコマギレ的

l乙夜在していることぞ発見するであろう o[世代交代期のためにそれらが寄おしている;場合もある

し， 採]料開以外の持率であれば朝夕の搾乳時期のあい部(ほぼ 9: 00 a.m"-' 4 : OOp.m)は比較

的「自由J. といった形でも容在している。そしてZ誌に， 乙の不況期の負償問題顕在イむの11寺期で

あることも関係していようが，近年，演習林にj即時的なi議舟を要請してきている人々も一定税J.fff.

現われている。訂正f::4月"-'6月のカラマツ国常閥伐犠識には 5名の参加があったが，彼等は機械

換作に慣れた1f3'aな「労働者jであった。今後とも硲営のカラマツj間伐作業遂行のためには，彼

を大いにあてにしなければならないであろう。そしてまた r机上管理」しにくい天然林施諜

に梁り[:1:¥;そうとするま記述にあるわが演習林にとっては，~j働力としてのこれら弥栄地底農民奇発

期してきめ潟11かく組織しえるか苔かが，その天然林抱:業の成劫，不成功守分ける泣大事となるよ

うにさ官者には隠われる。

ところで，また，所有山林をほぼ草地イちしてしまった弥栄地区燐家にとって，牧iilUJ:Fjの杭を!当

給することが照って間接ftになっている点にも注目しておく必袈があるであろう。近年，設器作議

が簡単なこともあって鉄製杭が諮:及しつつめる。しかし， ζれは儲が躍る上に.L[二が当たるとiilJ
がりやすく，窓i留によってそれが加速会れるいとう怒外な欠陥を有している。， ζのためか，今闘

の調査でイi司った農家で，演習林のカラマツ間伐林巻手に入れられないものかと幾度となく相談ぞ

受けた。披が利用組合を作って立木の払い下げぞ舗け，冬季の 11授な II~閥 iJ: みつけて演習林の指

示鴻りの間伐を行なうといった71~がとれるならば，わが関税林のカラマツ林畿はより前進的なも

のとなるであろう。

そして，カラマツよりも閥れに対して数段強い樹;閣であるハシドイ(用材として利用できない

どうしようもない樹級とされている)を， この酪農地貯のj也域軌を臨まえて，杭j百に生産するた

めに積極的lζ施梁する(部努~新やブルドーザーによるかき J留にし地への鶴子散布等)ζ とも渇

えられて然るべきである。また，カラマツ壮令林の野そ害防止対策のために，弥栄地区農民によ

る新たな次元での林内放牧(この;場合肉用牛となろう)も一考にf践しよう。

ni告は故後lζ多分l乙災践的なものにと及び出したが， これ以上の具体的態1mは鍛者にとっての次

の繰越そのもので、ある。
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とができなかった。また他lヨをj討すしかない。お銭rrわりをして許しを乞う次第でめる。

15) 弥栄地区は，統計行政上で上多和 1'"3の3つにIZ分されているが， ζの上多手口 2および3の地区での50
:1 1:センサスの「乳問l:1~J 数の統計のとり;ぢlこは，絞りがめるように溶われる o r うち 2::Y以上J(口J~Lj~) の
乳}ほやの頭数が過大に計上3れているようであり，よって，“2才米械の育成牛が等感{のj災家が5Fi夜夜ず

ることになってしまっている。また， トップクラスの58顕， 56綴， 50磁 (2戸)の成牛創設j災家で育成LI二

がそれぞれ 2iI!(， 然頭 7および 9耳目しか飼われていないといった考えられない形になっている。 ζの結

果， j二多和2および31出IZの合計で，印刷耶ζ1，091mt飽獲されていた成やが， 55年!砲では 1，021獄とb
しろ減じている。一方，上多殺11j:U!IZ (16問)は， 478綴 (29.9i1真/同)から562綴 (35.1磁/戸) にと鳩加

レているのである。よって弥栄地i送金体の50主戸時での i戸当たり平:ltaJ潟乳牛吉選後頭数の33.4頭は，過大で

あると)If}，われる (ζれらの点は，允の淡路の場合にも当てはまる) 0 Jニ多和 1J:!!lほの場合iζ!穏らして， 50 
年n寺では30iiJU戸水準にあったとみるのが妥当であろう。しかし，いずれにしてもこの5年間の飼後頭数の

伸びは，かつてのものに絞ベて数段鈍いものとなっているのである (40年10磁， 45i:]:;20iiJ{， 50年30i1貢， 55 
年35践と挑移してきたといえよう)。なお，弥栄;地区全体としての，脊j潟I:{二'ii:も合めた飽き選立員数は50if:.で
2，111頭 (44.9頭/戸)5Mドで 2，508磁 (55.7i1武/]ゴ)であった。

16) ζれは， fls不1:141年度より災脳ちれている<<iUl究で，限界地酪般の赤字部分を政府が不足}1，で補喫する(その

そ ζ とによって念体的に低乳側7J<r終が総持され，間!府乙乳業資本の資本務総 ~ft-十る ζ とにつながる)もの
であり，生産者手出liと力11ヱメーカーへの宛り波し価格とのnt¥Jの逆ザヤを政府が補助命令支出して燦めてい

る。まさにこのillUI皮に誕打ちおれて， 40年代の「多!1Jtイむ」政策は推進されえたのであり，また総合i際政の

「選終的拡大J 持II[I~の対象にと酪燥がなりえていたのである。しかし，溺校ζのi\lUI交はむしろ，牛乳生援
の「滋lf，'!JJといった事態のもとで，強力な生箆i調殺 (1::im拡駁の機止め)のためのてことして機能するに

怒っているといえよう。

17) 淡用地目的自公関根議開発事務所肝民談 (57年 5月)。

18) しかし， ζのようは圧倒的な間各淡泊治j にあっても， 100 ha皮の巡視林地ぞ保有し(戦前から逃林ぞ

行ない 2代関途半*の林分も旅している)，カラマツ林業「経'ì~rJ を成法:させている j災林家も「点在」して
いる。~惚茶!りにもこのような林家がいくつか子おしており，その様立条件 lこ係わる淵主をも巡めているが，
ζの点lζ関してはいずれまた稿令改めて述べたい。

19) 北尾g'llfrtlr京大北海道総務林終営史・仇論J (u京大演務林終戦JNo.15， 1982) 
20) ζのふ(，念のために記しておくと，このことを単に探鉱性・ i民主主伎の関係で述べているのでなく，演溌林

与をとりまく社会経済的条件と際取させながら森林経常のための左足産組織や右主主主していく，そのような~，球
をも合めて問題にしているのである。

21) 北馬評s{lllrカラマツ林施設さの現場からJ (r:f~7J林業~， 1982年 7月号)

Resume 

The Hokkaido Exper・imentForestry of Kyoto University is situated in Eastern Hokkaido， 
whel'・ethe dail'Y山 farminghas developed as the most basic illdustry alld farmωs have 

巴011tinuously made p乱stUl'・esfroll1 rorest lallds. 

The author illvestigated Iyasaka， the Ileal'est village rroll1 our Experimellt Forest this 

time， alld made a l'eseareh 011 the actual condition of the historical process of the 

dairyイ乱rming'development. 

'l'he dairy-farming oI Iyasaka district has attained to the stage of the sp色calized



dairy-f 乱rming since 1965 throuはghoロM七the st 乱ge of the mix 巴以吋dC dairγyト}向イ-向崎白勾.

forestry ete. J m乱nagement.
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In recel1七 15years， this area has been greatly subsidized froll1 the national coffers and 

has b邑e11 reorganized to form the “l'egional struct羽1'e"of dail'Yωfal'ming'， condueted by 
the policy of the governll1en t. 

Then the farm household h乱sachieved the enlal'gell1en t of the scope oI the managemen t 

( the number of the ll1ilch cow， the area of the cultivated fielc1 and mechanizatio設)， but 

110W th邑 f乱rmershave乱 hal'dtime of the fil1al1cial difficulty of the fal・mhous邑 economics.




